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西条市（愛媛県）

“うちぬき文化”を未来につなぐ
科学的な調査を柱に地下水の仕組みと大切さを見える化

名水百選うちぬき

西
条
市
は
、
地
下
水
が
人
び
と
の
生
活
や
農

業
・
地
場
産
業
と
深
く
関
わ
り
あ
い
、
古
く
か

ら「
水
の
都
」と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地

下
水
は
、
地
中
に
鉄
管
を
打
ち
込
め
ば
湧
き
出

る
こ
と
か
ら「
う
ち
ぬ
き
」と
言
わ
れ
、
生
活
用

水
を
賄
う
貴
重
な
水
源
と
し
て
市
民
に
親
し
ま

れ
る
と
と
も
に
、
市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
を
保
全
す
る
た
め
の
調
査
や
普
及

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
西
条
市
で
は
、
こ
の
地
下
水
が
も
た
ら
す

恩
恵
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
せ
る
た
め
、

２
０
１
７
年
８
月
に「
西
条
市
地
下
水
保
全
管

理
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

過
去
の
地
下
水
調
査
に
基
づ
く
科
学
的
な

デ
ー
タ
を
蓄
積
・
公
開
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し

た
全
国
の
専
門
家
と
の
共
同
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
成
果
を
分
か
り
や
す
く
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
市
民
に
丁
寧
に
伝
え
る
重
層
的
な
広
報
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

【課　題】	 地下水保全
【主　体】	 西条市
【連絡先】	 西条市環境部環境政策課
	 	 環境推進係
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【地下水編】
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■ 地下水編

西
条
市

地
下
水
保
全
管
理
計
画

地
下
水
を「
地
域
公
水
」と
し
て
管
理

「
水
の
都
」と
言
わ
れ
る
西
条
市
は
、
瀬

戸
内
海
に
面
し
、
石
鎚
山
系
や
高
縄
山
系

の
山
々
に
多
量
に
降
っ
た
雨
が
、
長
い
年

月
を
か
け
て
地
下
で
浄
化
さ
れ
、「
う
ち

ぬ
き
」と
呼
ば
れ
る
自
噴
水
や
平
野
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
湧
き
出
す
泉
と
な
り
、
そ
の

清
く
透
き
と
お
っ
た
水
が
、
市
内
の
水
路

を
縦
横
無
尽
に
流
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
お
よ
そ
半
分
の
家
庭
が
地
下
水
を

生
活
用
水
と
し
て
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
農

業
用
水
に
も
多
く
の
地
下
水
が
利
用
さ
れ
、

水
源
か
ら
川
、
海
へ
と
流
れ
る
一
連
の
水
の

流
れ
が
一
つ
の
行
政
区
域
で
完
結
す
る
恵

ま
れ
た
水
環
境
を
有
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

し
か
し
、
西
条
市
の
地
下
水
資
源
も
近

年
の
気
候
変
動
や
森
林
荒
廃
な
ど
の
自

然
・
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
か
ん
が

い
期
の
地
下
水
位
の
低
下
や
硝
酸
態
窒
素

濃
度
の
増
加
な
ど
い
く
つ
か
の
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
西
条
市
の
地
下
水
の
諸
問
題

を
解
決
し
、
地
下
水
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ

ま
な
恩
恵
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
せ

る
た
め
に
、
２
０
１
７
年
８
月
に「
西
条

市
地
下
水
保
全
管
理
計
画
」を
策
定
し
ま

し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
地
下
水
を「
地
域
公

水
」と
位
置
付
け
、
市
民
、
事
業
者
及
び
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
地
下
水
を
保
全
し
、

水
量
と
水
質
の
両
面
を
管
理
し
て
い
く
取

組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

計画の
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
水
の
郷
」認
定

1995.3

	

う
ち
ぬ
き
が「
名
水
百
選
」認
定

1985.7

「
西
條
市
地
下
水
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」制
定

2004.3

	

２
市
２
町
が
合
併
し
新
た
な
西
条
市
に

2004.11

	

地
下
水
資
源
調
査（
新
西
条
市
）

2007-2010

「
西
条
市
地
下
水
保
全
管
理
計
画
」策
定

2017.8

「
西
条
市
地
下
水
保
全
協
議
会
」設
立

2018.11

水に関る全国的なシンポジウム等を誘致
2008

	

地
下
水
資
源
調
査	

（
旧
西
条
市
）

1996-1999

全
国
利
き
水
大
会
、

２
年
連
続「
お
い
し
い
水
」１
位

1995-1996

バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
水
の
歴
史
館
」開
設

2006.6

豊富で良質の地下水資源に恵まれる西条市周辺の自噴帯の分布
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「
水
の
歴
史
館
」を
開
設
し

西
条
の
水
へ
の
思
い
を
発
信

「鍵」
その1水

の
都
西
条
に
と
っ
て
人
と
水
の
総
合

的
な
研
究
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
そ
こ

で
、
西
条
市
で
は
市
に
お
け
る
人
と
水
の

緊
密
な
関
係
に
つ
い
て
、
過
去
と
現
在
を

検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
未
来
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
行
政
の
責
務
で
あ
る
と
の
認

識
か
ら
、
人
と
水
と
の
総
合
的
な
研
究
の

場
と
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
水
の
歴
史
館
」を
２
０
０
６
年
に
開
設
し

ま
し
た
。

「
水
の
歴
史
館
」は
、水
を「
人
と
水
」「
環

境
と
水
」「
産
業
と
水
」の
三
つ
の
視
点
で

捉
え
、
西
条
市
の
水
に
対
す
る
思
い
を
市

内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

西
条
市
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
地
下

水
や
水
に
関
す
る
調
査
結
果
や
資
料
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

「
人
と
水
」で
は
、
水
と
暮
ら
し
、
水
と

健
康
、水
と
文
化
、水
と
風
土
、水
と
信
仰
、

水
と
祭
り
、
水
と
遊
び
の
観
点
か
ら
西
条

市
の
水
に
関
わ
る
情
報
を
、「
環
境
と
水
」

で
は
、
水
と
景
観
、
川
と
生
き
も
の
、
川

と
暮
ら
し
、
海
と
生
き
も
の
、
水
と
地
球

環
境
、
環
境
を
守
る
水
の
観
点
か
ら
の
情

報
を
、
ま
た「
産
業
と
水
」で
は
、
水
と
農

林
水
産
業
、
水
の
活
用
、
水
と
企
業
、
水

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
と
地
域
振
興
、
多
様

な
水
、
水
と
観
光
の
観
点
か
ら
の
情
報
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

教
育
・
研
究
交
流
を
通
じ
た

市
内
の
地
下
水
に
つ
い
て

調
査
・
分
析

「鍵」
その2西

条
市
は
、
山
・
川
・
海
等
の
自
然
、

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
水
、
神

社
・
仏
閣
・
祭
り
・
紙
漉
き
等
の
歴
史
・

文
化
、
ま
た
農
業
や
水
産
業
等
の
地
域
資

源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
は
、
こ

の
地
域
資
源
に
溢
れ
る
西
条
市
内
全
域
を

学
び
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
大
学
及
び

地
方
自
治
体
の
視
察
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
西
条
市
の
魅
力
を
見
出
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
他
地
域
で
の
経
験
や
施
策
等

を
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
流
協
定
を
締
結
し
た
大
学
等
と
連
携
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
教
育
・
研
究
交
流

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

西
条
市
の
大
切
な
地
域
資
源
で
あ
る
地

下
水
に
つ
い
て
も
、
新
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
っ
た
全
国
の
研
究
者
や
調
査
・
研
究

機
関
の
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
西

条
市
の
地
下
水
や
水
資
源
の
特
性
を
研
究

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

例
え
ば
、
西
条
市
と
総
合
地
球
環
境
学

研
究
所
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
千
の
水

を
採
っ
て
」で
は
、
地
下
水
の
塩
水
化
問

題
の
原
因
究
明
に
向
け
た
水
質
の
広
域
的

調
査
と
し
て
、
市
民
の
協
力
で
３
か
月
で

約
千
地
点
の
地
下
水
を
採
取
し
、
元
素
濃

度
や
同
位
体
比
を
測
定
し
ま
し
た
。
こ
の

調
査
に
基
づ
き
、
地
下
水
の
塩
水
化
の
分

布
状
況
や
、
地
下
水
位
と
加
茂
川
流
量
の

関
係
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
西
条
市
地
下

水
保
全
管
理
計
画
の
策
定
に
お
い
て
も
重

要
な
科
学
的
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
教
育
・
研
究
交
流
を
通
じ

て
、
安
定
同
位
体
等
を
用
い
た
地
下
水
の

か
ん
養
域
の
特
定
、
帯
水
層
分
布
や
塩
水

化
機
構
の
解
明
な
ど
、
先
進
的
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
西
条
市
の
地
下
水
に
関
わ

る
調
査
・
分
析
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

バーチャルミュージアム「水の歴史館」　トップページ

地下水の塩水化調査結果（塩化物イオン濃度の分布）
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■ 地下水編

「
水
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」で

西
条
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

「鍵」
その3

　

西
条
市
観
光
物
産
協
会
で
は
、
西
条
市

の
魅
力
を
市
内
外
の
人
々
に
広
く
知
っ
て

頂
く
こ
と
を
目
的
に
、
個
人
や
ツ
ア
ー
の

観
光
客
や
学
習
・
視
察
な
ど
を
対
象
と
し

て
、
ガ
イ
ド
と
市
街
地
の
う
ち
ぬ
き
や
歴

史
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
巡
る「
水
め
ぐ
り
ツ

ア
ー
」を
２
０
０
８
年
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
９
年
度
は
、
計
36
回
実
施

し
、
２
６
７
名
が
本
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。

水
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
で
は
、
水
に
関
す
る

話
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
西
条
市
の
歴
史
、

文
化
、
建
築
、
環
境
問
題
な
ど
、
参
加
者

の
関
心
項
目
に
合
わ
せ
て
案
内
し
、
行
程

途
中
に
豊
か
な
水
か
ら
の
恵
み
を
受
け
た

野
菜
や
米
か
ら
作
ら
れ
た
軽
食
を
提
供
す

る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
西
条
水
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
観
光
案
内
所
等
で
の
配
布
に
加

え
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
水
の

歴
史
館
」や
西
条
市
観
光
物
産
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ツ
ア
ー
の
参
加
を
通
じ
て
西
条
市
の
魅

力
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
方
も
多
く
、

水
の
恵
み
と
し
て
の
農
産
物
、
酒
な
ど
の

お
土
産
品
の
購
入
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
受
け
入
れ

も
始
ま
り
、
市
内
に
あ
る
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

四
国
工
場
の
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
と
水
め
ぐ
り

ツ
ア
ー
の
英
語
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
セ
ッ
ト
企

画
を
提
案
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

西条水めぐりマップ（左「歩きコース」と右「車コース」）

西条市観光物産協会ホームページでのツアー案内

市街中心部のアクアトピア水系をめぐるツアー

海外ツアー客との水めぐり
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広
報
紙
で
市
内
の
地
下
水
事
情

を
市
民
に
紹
介

注目1
水
の
都
と
称
さ
れ
る
西
条
市
で
す
が
、

こ
の
恵
ま
れ
た
水
環
境
が
当
た
り
前
の
も

の
と
し
て
日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
市

民
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
限

り
あ
る
水
と
い
う
資
源
に
つ
い
て
一
か
ら

学
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、
西
条
市
の
水

事
情
に
関
心
を
も
っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的

に
、毎
月
発
行
す
る
西
条
市
の
広
報
紙「
広

報
さ
い
じ
ょ
う
」２
０
１
８
年
11
月
号
で

は
、「
（
特
集
）知
り
た
い
。
西
条
の
水
の

こ
と
。」を
企
画
し
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
や
事
業
者
に
西
条
市
の
水

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
、

難
し
い
表
現
は
極
力
避
け
、
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
、
図
表
を
多
く
用
い
て
わ
か
り
や
す

く
見
や
す
い
紙
面
構
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

ま
た
、
専
門
的
な
情
報
に
偏
ら
ず
、
市
内

の
水
に
関
係
す
る「
人
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
西
条
の
水

に
係
る
意
見
を
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
広
報
紙
で
の
水
の
特
集
に
対
し
て

は
、
大
変
わ
か
り
や
す
い
内
容
だ
っ
た
と

読
者
か
ら
好
評
を
頂
く
と
と
も
に
、
限
り

あ
る
水
資
源
を
有
効
に
利
用
し
、
保
全
し
、

未
来
に
継
承
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
市
民

に
広
ま
り
、
市
民
と
行
政
と
の
水
に
対
す

る
意
識
の
共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

地
下
水
年
報
で
市
内
の
地
下
水
に

関
す
る
知
見
や
情
報
を
共
有

注目2
西
条
市
で
は
水
資
源
、
特
に
地
下
水

に
関
す
る
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
ま

す
。
１
９
９
６
年
度
か
ら
４
年
間
、
ま
た

２
０
０
７
年
度
か
ら
４
年
間
の
計
２
回
、

大
規
模
な
地
下
水
資
源
調
査
を
実
施
し
、

貴
重
な
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
と
と
も
に
、

調
査
に
参
画
し
た
有
識
者
等
に
よ
る
解
析

が
進
め
ら
れ
、
貴
重
な
知
見
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
地
下
水
年
報
を
作
成
・
公
表
し

て
い
ま
す
。

地
下
水
年
報
を
通
じ
て
、
水
資
源
に
関

し
て
市
民
や
事
業
者
と
情
報
共
有
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
西
条
市

役
所
に
お
い
て
も
、
水
を
所
管
す
る
職
員
の

み
な
ら
ず
、
職
員
全
体
が
西
条
の
水
事
情

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

職
員
に
よ
る
出
前
講
座
で
西
条
の

水
を
普
及
啓
発

注目3
西
条
市
で
は
地
域
の
恵
ま
れ
た
環
境
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
に
対
す
る
認
知
度

や
保
全
意
識
を
高
め
、
自
主
的
に
行
動
す

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
環
境
教
育
の

展
開
を
図
る
た
め
、
４
つ
の
テ
ー
マ（
水

の
お
話
・
地
球
温
暖
化
・
外
来
生
物
・
ご

み
の
お
話
）の
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

西
条
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
出
前
講
座
の

テ
ー
マ
を
掲
載
し
、「
水
の
お
話
」は
特
に

小
学
生
を
対
象
に
、
他
の
テ
ー
マ
は
小
中

学
生
か
ら
高
校
生
・
大
人
ま
で
を
対
象
と

し
、
職
員
手
づ
く
り
の
教
材
も
活
用
し
な

が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学

校
へ
は
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
出

前
講
座
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

「広報さいじょう」の特集記事で地下水の仕組みや課題を紹介

地下水年報

西条市出前講座の様子
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■ 地下水編

「
水
の
歴
史
館
」の

展
示
内
容
に
は

地
元
や
市
外
か
ら

多
く
の
問
合
せ

バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
水
の
歴

史
館
」は
年
間
約
５
万
件
閲
覧
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
夏
休
み
期
間
中
は
、
水
を
自

由
研
究
の
テ
ー
マ
と
す
る
小
学
生
も
多
く
、

市
役
所
に
は
掲
載
情
報
へ
の
質
問
が
届
き

ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
方
々
か
ら
も
展
示

資
料
提
供
の
依
頼
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

活動の	
効　果

職
員
の
水
へ
の
思
い
と
知
識
が
向
上

水
の
普
及
啓
発
活
動
は
、「
水
の
歴
史

館
」の
開
設
に
携
わ
っ
た
市
職
員
の
水
に

対
す
る
知
識
向
上
や
思
い
を
高
め
る
と
い

う
想
定
外
の
副
産
物
も
生
み
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
さ
い
じ
ょ
う
の
特
集
記
事
や

地
下
水
年
報
の
普
及
に
よ
り
、
水
を
所
管

す
る
職
員
以
外
に
も
西
条
市
の
水
事
情
の

認
識
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
広
報
内
容
に

対
し
て
市
民
や
教
育
関
係
者
よ
り「
と
て

も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」と
い
う
感
想
を

頂
け
る
こ
と
は
、
職
員
の
日
々
の
職
務
遂

行
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

取組を伝え広げていく
ポイントは？
市民に地下水の現状を認識してもらうことが

重要であると考えています。そのために、市が
蓄積している各種データ（降水量、河川流量、地
下水の水質と水量等）をもとに水収支を算出し、
公表する必要があります。また、目に見えない
地下水の見える化が欠かせないものと考えてい
ます。これらのことが、市民と行政の協働で進
められるのが理想です。

今後に向けて
現在、市民、事業者及び行政が参画して

いる「西条市地下水保全協議会」を設置し、
市全域における地下水の保全のあり方や財
源確保策などについて協議検討を行ってい
ます。今後は、より多くの市民の参画を得
て、地域や流域に即した水循環並びに地下
水の保全及び利用のあり方等について、協
議・実践されることを楽しみにしています。

「水の歴史館」年間閲覧数　※2015年は3月中旬から集計開始

西条市監査委員
（元・市民環境部長）

東元 道明さん

メッセージ

取組を伝え広げていく
ポイントは？
「正しい知識」だと思います。私自身、地下水
をそのまま飲む家庭で育ちましたが、周りの大
人は、地下水を正に湯水のごとく使っており、子
供ながらに漠然と地下水はたくさんあるものだ
と思っていました。地下水資源調査や「千の水を
採って」のお手伝いをさせていただいき、漠然と
した記憶から正しい知識に上書きできたことは、
大変貴重な経験です。

今後に向けて
“うちぬき文化”を未来につなぐためには、

「教育」が大切だと考えています。
当市では、小学３・４年生で、自分達の

町について学びますが、地下水について
は、ごく一部の情報しか学びません。
そこで、出前講座を通して「正しい知識」

を伝えていきたいと考えています。
西条市環境部環境政策課

環境推進係
吉本 聡使さん

メッセージ
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